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倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
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倰
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倰
倰
倰
倰
倰
倰
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儕儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

こ
っ
と
だ
け
借
り
た
い
、
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
。
世

間
で
は
倉
庫
を
気
軽
に
借
り
る

の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
常
識
を
覆
す
賃

貸
方
法
を
提
案
し
た
い
と
考
え

た
」
と
話
し
て
い
る
。

（
沢
田
顕
嗣
）

に
設
定
。
な
お
、
月
島
倉
庫
が

顧
客
を
斡
旋
し
た
場
合
は
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が
テ
ナ
ン
ト

１
社
（
者
）
に
つ
き
紹
介
料
５

万
円
を
月
島
倉
庫
に
支
払
う
。

北
川
洋
子
最
高
顧
問
は
「
新

サ
ー
ビ
ス
の
『
ち
ょ
庫
っ
と
』

は
、
文
字
通
り
に
倉
庫
を
ち
ょ

(

江
東
区)

は
19
年
４
月
上
旬
に

11
区
画
を
増
設
。
賃
料
が
通
常

の
倉
庫
よ
り
割
高
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
相
応
の
需
要
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
商
標
に｢

ち
ょ
庫
っ
と
」
と

冠
し
て
同
サ
ー
ビ
ス
の
チ
ェ
ー

ン
展
開
に
乗
り
出
す
。

遊
休
ス
ペ
ー
ス
を
抱
え
る
倉

庫
の
オ
ー
ナ
ー
と
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
契
約
（
５
年
以
上
）
を
結

び
、
倉
庫
の
新
た
な
活
用
・
運

営
プ
ラ
ン
を
設
計
・
提
案
。
区

画
図
面
の
作
成
な
ど
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
テ
ナ
ン
ト
を
獲

得
す
る
た
め
の
営
業
支
援
、
設

備
投
資
費
用
の
立
て
替
え
、
設

備
工
事
の
手
配
と
事
業
化
を
全

面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
ロ
イ

ヤ
ル
テ
ィ
ー
は
、
１
坪
（
３
・

３
平
方
㍍
）
当
た
り
１
カ
月
千

円(

６
年
目
以
降
は
５
０
０
円)

（
26
平
方
㍍
程
度
）
需
要
に
対

応
す
る
。
契
約
期
間
を
最
短
２

カ
月
に
設
定
し
て
い
る
ほ

か
、
24
時
間
稼
働
で
き
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
完

備
。
庫
内
で
の
仕
分
け
・

出
荷
作
業
も
受
託
す
る
な

ど
、
顧
客
の
利
便
性
を
徹

底
的
に
追
求
し
て
い
る
。

18
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
辰
巳
シ
ェ
ア
倉
庫

・
３
～
６
・
６
平
方
㍍
）
の
中

間
に
当
た
る
小
規
模
ス
ペ
ー
ス

月
島
倉
庫
（
北
川
真
理
子
社

長
、
東
京
都
中
央
区
）
は
６
月

か
ら
、
シ
ェ
ア
倉
庫
サ
ー
ビ
ス

「
ち
ょ
庫
っ
と
」
の
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
展
開
を
本
格
的
に
開
始

し
た
。
２
０
１
８
年
６
月
に
立

ち
上
げ
た
「
シ
ェ
ア
倉
庫
」
が

好
評
を
博
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活

用
を
図
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
物
流
会

社
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
く
。

シ
ェ
ア
倉
庫
は
、
従
来
の
倉

庫
（
床
面
積
１
６
５
平
方
㍍
以

上
）
と
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
（
３

(

不
法
行
為)

な
ど
の
法
律
に
抵

触
す
る
こ
と
を
各
社
に
説
明
す

る
な
ど
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
。

パ
レ
ッ
ト
が
行
き
交
う
現
場

に
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
の
み
な

ら
ず
、
状
況
に
よ
っ
て
は
印
刷

会
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部

門
な
ど
に
も
説
明
。
パ
レ
ッ
ト

が
製
紙
メ
ー
カ
ー
所
有
の
物
流

機
材
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、

10
年
以
上
未
返
却
だ
っ
た
取
引

先
が
一
括
返
却
に
応
じ
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
う
。

現
在
は
、
印
刷
会
社
を
中
心

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
が
、

不
正
と
認
識
し
な
が
ら
使
用
し

て
い
る
物
流
会
社
を
発
見
し
た

場
合
も
、
同
様
の
手
続
き
で
返

却
を
促
す
方
針
だ
。

岩
田
社
長
は
「
製
紙
パ
レ
ッ

ト
を
無
償
物
と
思
っ
て
い
る
向

き
も
あ
る
な
ど
、
啓
蒙
活
動
が

ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
と
痛

感
す
る
。
今
後
も
メ
ー
カ
ー
各

社
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
前
面
に
押
し
出

し
な
が
ら
、
回
収
率
の
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

不
正
な
流
用
・
転
売
、
物
流
倉

庫
で
の
滞
留
が
大
幅
に
減
る
兆

し
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
を
背
景
に
、
パ
レ

ッ
ト
回
収
に
割
け
る
人
手
も
余

裕
が
無
い
。
そ
の
た
め
、
回
収

の
実
効
性
を
高
め
る
施
策
の
強

化
を
喫
緊
の
課
題
に
据
え
る
。

ま
ず
は
不
正
流
用
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
を
目
的
に
新
し

い
チ
ラ
シ
を
作
成
。
大
き
な
文

字
で
「
製
紙
パ
レ
ッ
ト

無
償

回
収
し
ま
す
」
と
強
調
す
る
と

と
も
に
、
赤
い
色
で
「
不
正
流

用
は
犯
罪
」
と
の
一
文
も
添
え

た
。
更
に
、
パ
レ
ッ
ト
の
不
正

流
用
は
刑
法
２
５
３
条
（
業
務

上
横
領
）
や
民
法
７
０
９
条

は
80
年
か
ら
パ
レ
ッ
ト
に
社
名

を
印
字
し
た
上
、
返
却
を
求
め

る
文
言
も
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
パ
レ
ッ
ト
の

所
有
権
が
メ
ー
カ
ー
に
あ
る
こ

と
を
明
示
し
て
い
る
も
の
の
、

同
社
は
製
紙
会
社
な
ど
７
社

が
出
資
し
て
１
９
７
６
年
に
設

立
さ
れ
た
。
紙
や
板
紙
を
納
品

す
る
時
に
用
い
る
木
製
パ
レ
ッ

ト
を
回
収
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
物
流
関
連
事
業
者
11
社
が

全
国
６
地
区
に
デ
ポ
を
構
え
、

回
収
作
業
に
当
た
っ
て
い
る
。

「
製
紙
メ
ー
カ
ー
の
資
産
保

護
と
コ
ス
ト
削
減
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
製
紙
パ
レ
ッ
ト
の

『
無
料
回
収
事
業
』
を
展
開
し

て
い
る
が
、
回
収
率
は
６
割
程

度
（
２
０
１
８
年
度
の
実
績
は

４
５
３
万
枚
）
で
足
踏
み
状
態

が
続
く
」
（
岩
田
社
長
）
。
パ

レ
ッ
ト
の
紛
失
は
目
新
し
い
問

題
で
は
な
く
、
メ
ー
カ
ー
各
社

催
し
た
物
流
連
懇
談
会
で
、
商

船
三
井
の
武
藤
光
一
会
長
が

「
日
本
の
外
航
海
運
政
策
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

ま
ず
、
外
航
海
運
は
日
本
の

輸
出
入
貨
物
量
の
99
・
６
％
を

担
い
、
世
界
の
海
運
大
手
５
社

中
、
日
本
企
業
が
３
社
を
占
め

る
と
説
明
。

そ
の
上
で
、
こ
れ
を
維
持
す

る
た
め
に
は
世
界
標
準
と
な
っ

て
い
る
ト
ン
数
標
準
税
制
の
導

入
が
必
要
不
可
欠
だ
と
述
べ

た
。
ま
た
国
際
海
事
機
関(
Ｉ

Ｍ
Ｏ
）
が
２
０
２
０
年
１
月
か

ら
実
施
す
る
Ｓ
Ｏ

Ｘ

（
硫
黄
酸

化
物
）
規
制
な
ど
新
し
い
環
境

保
全
ル
ー
ル
へ
の
対
応
に
よ

り
｢

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
積
載
量

の
低
下
で
、
世
界
全
体
で
年
間

３
兆
３
７
６
０
億
円
の
追
加
コ

ス
ト
が
見
込
ま
れ
る
」
と
懸
念

を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
規
制
に
し

っ
か
り
と
対
応
し
、
地
球
温
暖

化
と
気
候
変
動
の
防
止
に
寄
与

し
た
り
、
海
上
輸
送
を
通
じ
て

世
界
の
貧
困
撲
滅
、
福
祉
増
進

に
貢
献
す
る
た
め
「
業
界
全
体

と
し
て
一
層
努
力
し
て
い
く
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

（
田
中
信
也
）

日
本
物
流
団
体
連
合
会
（
田

村
修
二
会
長
）
が
５
月
24
日
開

た
。コ

ン
パ
ス
で
事
前
予
約
し
た

車
両
の
ゲ
ー
ト
付
近
通
過
の
所

要
時
間
は
、
お
お
む
ね
通
常
期

と
変
わ
ら
ず
、
予
約
に
よ
っ
て

円
滑
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
入
場

で
き
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
一

方
、
非
予
約
車
両
は
、
ゲ
ー
ト

付
近
通
過
の
所
要
時
間
が
通
常

期
の
５
倍
以
上
と
、
大
幅
な
混

雑
と
な
っ
た
。

関
東
地
整
局
で
は
、
事
前
予

約
車
両
の
拡
大
を
図
り
な
が

ら
、
引
き
続
き
試
験
運
用
を
行

っ
て
予
約
制
度
の
効
果
を
検
証

し
て
い
く
。

（
吉
田
英
行
）

部
会
（
藤
木
幸
二
部
会
長
）
が

協
力
し
た
。

期
間
中
は
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
来
場
す
る
車
両
台
数

が
、
通
常
期
に
比
べ
て
搬
入
で

２
割
、
搬
出
で
も
１
割
多
か
っ

た
。コ

ン
パ
ス
を
使
っ
た
予
約
時

間
枠
の
利
用
率
は
、
ゲ
ー
ト
通

過
に
比
較
的
時
間
が
か
か
る
搬

入
で
通
常
期
の
２
倍
と
な
り
、

予
約
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
の
高
さ
が
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
希
望
す
る
時
間
枠
を
予
約

す
る
た
め
、
予
約
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
早
ま
る
傾
向
も
み
ら
れ

関
東
地
方
整
備
局
は
５
月
24

日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前

後
９
日
間
の
繁
忙
期
に
横
浜
港

で
実
施
し
た
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
搬
出
入
車
両
事
前
予
約

シ
ス
テ
ム｢

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｓ(

コ

ン
パ
ス
）
」
の
試
験
運
用
の
結

果
を
発
表
し
た
。
予
約
枠
の
利

用
率
は
通
常
期
の
２
倍
に
高
ま

り
、
繁
忙
期
に
お
け
る
シ
ス
テ

ム
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
。

試
験
運
用
は
、
４
月
22
日
～

５
月
10
日
の
土
日
祝
日
を
除
く

平
日
に
、
南
本
牧
ふ
頭
（
横
浜

市
中
区
）
で
実
施
。
神
奈
川
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
海
上
コ
ン
テ
ナ

内
航
鋼
材
船
を
就
航

Ｊ
Ｆ
Ｅ
物
流
（
山
村
康
社

長
、
東
京
都
千
代
田
区
）
は
５

月
28
日
、
内
航
鋼
材
船
「
か
が

や
き
」
（
総
㌧
数
４
９
９
㌧
、

全
長
74
・
15
㍍
）
を
就
航
さ
せ

た
、
と
発
表
し
た
。
環
境
に
配

慮
し
た
省
エ
ネ
技
術
を
採
用

し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
鋼
材

商
品
な
ど
を
輸
送
す
る
。

同
船
は
推
進
装
置
と
し
て
二

重
反
転
プ
ロ
ペ
ラ
と
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ベ

ク
ツ
イ
ン
ラ
ダ
ー
を
世
界
で
初

め
て
組
み
合
わ
せ
、
推
進
性
能

と
離
接
岸
時
な
ど
の
操
船
性
能

の
最
適
化
を
実
現
。
更
に
、
船

が
前
進
す
る
際
に
生
じ
る
波
の

抵
抗
を
小
さ
く
す
る
船
首
バ
ル

バ
ス
の
形
状
を
最
適
化
す
る
な

ど
推
進
力
の
向
上
を
図
る
船
型

を
追
求
し
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
物
流
は
今
後
も
定
期

傭
船
を
含
む
内
航
船
団
の
整
備

・
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
沢
田
顕
嗣
）

特
別
防
災
ゼ
ミ
初
開
催

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
５
月
24
日
、
初
の
特
別
防
災

セ
ミ
ナ
ー
を
９
日
に
開
い
た
、

と
発
表
し
た
。
テ
ー
マ
に
「
災

害
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
学
び

備
え
る
」
を
掲
げ
て
企
画
し
た

も
の
。

ア
ウ
ト
ド
ア
防
災
ガ
イ
ド
と

し
て
活
躍
す
る
あ
ん
ど
う
り
す

氏
が
「
ア
ウ
ト
ド
ア
技
術
で
防

災
対
策
」
と
題
し
て
講
演
。
参

加
者
は
、
防
寒
や
防
水
に
必
要

な
知
恵
、
高
所
に
逃
れ
る
た
め

の
腕
の
動
か
し
方
な
ど
、
災
害

時
に
有
用
な
実
践
的
ス
キ
ル
を

学
ん
だ
。

（
沢
田
顕
嗣
）

当
日
、
在
リ

ト
ア
ニ
ア
日
本

国
大
使
館
の
山

崎
史
郎
特
命
全
権
大
使
を
は

じ
め
、
広
島
大
学
の
佐
藤
利

行
副
学
長
、
ヴ
ィ
タ
ウ
タ
ス

・
マ
グ
ヌ
ス
大
学
で
教
員
を

務
め
る
リ
ナ
ス
・
デ
ィ
ド
ヴ

ァ
リ
ス
氏
ら
も
出
席
し
、
参

加
し
た
学
生
を
激
励
し
た
。

小
丸
交
通
財
団
は
、
交
通

安
全
思
想
の
普
及
啓
発
活
動

を
目
的
と
し
て
２
０
１
３
年

に
創
設
。
国
内
で
は
小
学
校

を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教

室
の
開
催
や
、
様
々
な
交
通

事
故
防
止
活
動
を
支
援
し
て

い
る
。
海
外
で
は
リ
ト
ア
ニ

ア
の
ほ
か

中
国

ベ
ト
ナ

ム

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の

各
国
で
大
学
生
を
対
象
と
し

た
日
本
語
作
文
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
を

広
島
大
と
開

催
し
て
い
る


(

高
木
明)

ヴ
ィ
タ
ウ
タ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス

大
学
と
共
催
で
「
日
本
語
作

文
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア

で
の
開
催
は
今
回
が
２
回
目

で
、
福
山
通
運
も
特
別
協
賛

し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
学
生
12
人
が
参

加
し
、
滑
ら
か
な
日
本
語
で

「
交
通
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ピ

ー
チ
し
た
。
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
の
は
、
カ
ウ
ナ
ス
工

科
大
学
の
マ
タ
ス
・
シ
ュ
カ

ル
ヌ
リ
ス
さ
ん
で
「
リ
ト
ア

ニ
ア
で
は
移
動
手
段
と
し
て

車
が
欠
か
せ
な
い
。
自
動
車

運
転
免
許
を
取
得
し
た
の

で
、
と
に
か
く
安
全
運
転
を

心
掛
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

小
丸
交
通
財
団
（
小
丸
成

洋
理
事
長
）
は
５
月
17
日
、

広
島
大
学
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の

リ
ト
ア
ニ
ア
で
の
開
催
は

２
回
目

ダイジェストダイジェストダイジェスト

好
評
を
博
し
て
い
る
辰

巳
シ
ェ
ア
倉
庫

物流連
懇談会

日
本
の
外
航
海
運
政
策

商
船
三
井
会
長
が
講
演

製
紙
パ
レ
ッ
ト
機
構
（
岩
田
憲
明
社
長
、
東
京

都
中
央
区
）
は
、
製
紙
パ
レ
ッ
ト
の
回
収
率
を
高

め
る
施
策
を
強
化
し
て
い
る
。
不
正
流
用
が
一
部

で
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
パ
レ
ッ
ト
の

返
却
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を
作
成
。
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
徹
底
を
訴
え
つ
つ
、

印
刷
会
社
や
物
流
会
社
な
ど
へ
の
啓

け
い

蒙
も
う

に
努
め
て

い
る
。

（
沢
田
顕
嗣
）

／／関東地整局／搬出入予約システム

繁忙期利用率２倍に

ＧＷ前後 横浜港で試験運用チラシに
一文添え ｢不正流用は犯罪｣

月
島
倉
庫｢

ち
ょ
庫
っ
と｣

営
業
や
設
備
投
資
サ
ポ
ー
ト製紙パレット機構

◆

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

小
丸
交
通
財
団
◆

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

小
丸
交
通
財
団
◆

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

｢交通｣テーマに1212人人参参加加｢交通｣テーマに1212人人参参加加｢交通｣テーマに12人参加

法
務
部
門
に
説
明
も

（
面
担

伊
代
野
輝
）

メ
ー
カ
ー
各
社
は
１
９
８
０
年
か
ら
パ
レ
ッ
ト
に
社
名
を
印
字

ホッコウ物流株式会社
社 長

札幌市厚別区

月寒運輸株式会社
社 長

札幌市白石区

札幌流通センター運送事業協同組合
理事長

札幌市白石区

大斗運輸株式会社
社 長

札幌市白石区

株式会社 杉本運輸
社 長

北海道小樽市

小樽運送事業協同組合
理事長

北海道小樽市

栃木県トラック協会協同組合
理事長

宇都宮市

高崎地区運送事業協同組合
理事長

群馬県高崎市

川口トラック協同組合
理事長

埼玉県川口市

埼玉県央流通事業協同組合
理事長

埼玉県羽生市

足立貨物運送事業協同組合
理事長

東京都足立区

株式会社 浅井
社 長

東京都大田区

井川 智章

奈良 幹男

奈良 幹男

中村 潤

杉本 憲昭

池田 幹雄

鈴木 利夫

川手 義昭

中澤 龍彦

穐山 正明

相楽俊一郎

浅井 隆

関東運送事業協同組合
理事長

東京都新宿区

東京都庁輸送事業協同組合
理事長

東京都新宿区

東陸事業協同組合
理事長

東京都新宿区

全国赤帽軽自動車運送協同組合連合会
会 長

東京都台東区

（順不同）（順不同）

神田トラック運送事業協同組合
理事長

東京都千代田区

全国引越専門協同組合連合会
会 長

東京都千代田区

横浜シャーシターミナル協同組合
理事長

横浜市中区

協同組合 アツリュウ
理事長

神奈川県厚木市

江森 武久

古屋 芳彦

村山 正治

小林 則夫

澁谷 隆義

北澤 聡

高橋 義幸

藤木 幸二

協同組合 ロジ･ウイン
理事長

神奈川県小田原市

山梨県トラック事業協同組合
理事長

山梨県笛吹市

中信トラック協同組合
理事長

長野県松本市

新潟県トラック事業協同組合連合会
理事長

新潟市中央区

中部トラック協会
会 長

名古屋市瑞穂区

愛知県貨物運送協同組合連合会
会 長

名古屋市瑞穂区

愛知県貨物運送協同組合
理事長

名古屋市瑞穂区

愛知中央トラック事業協同組合
理事長

名古屋市中区

勝亦 常隆

坂本 幸晴

中野 成人

高橋 秀松

小幡 鋹伸

吉野 雅山

鷹見 正彦

吉野 雅山

刈谷トラック事業協同組合
理事長

愛知県刈谷市

豊田トラック事業協同組合
理事長

愛知県豊田市

三重県トラック事業協同組合連合会
会 長

津市

近江輸送事業協同組合
理事長

滋賀県草津市

滋賀県貨物運送事業協同組合連合会
会 長

滋賀県守山市

株式会社 協栄便
社 長

京都市伏見区

梅田運輸倉庫株式会社
会 長

大阪市福島区

大阪府貨物運送協同組合連合会
会 長

大阪市城東区

脇田 隆

丹羽 享

山口 信也

安田 昌生

安田 昌生

北川 盛朗

井上 泰旭

重 博文

富士通運輸興業株式会社
社 長

大阪市東住吉区

株式会社 サカイ引越センター
社 長

堺市堺区

兵庫県貨物運送協同組合連合会
会 長

神戸市灘区

東播運輸事業協同組合
理事長

兵庫県小野市

和歌山県貨物運送事業協同組合連合会
会 長

和歌山市

株式会社 戎急配
社 長

岡山県瀬戸市

岸陸送有限会社
社 長

岡山県津山市

広島県ロジネット協同組合
理事長

広島県福山市

香川県トラック総合配送センター協同組合
理事長

高松市

事業協同組合 高知総合輸送センター
理事長

高知県南国市

重 博文

田島 哲康

北野 穰

河合 勝

浜井 弘至

内浪 達也

西本 和由

竹内 茂仁

石原 正貴

三谷 哲夫

４2019年(令和元年) 6 月 4 日(火曜日)第 3 種郵便物認可 総　合　４


